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寄 書

解析 的人口理論の一考察

菱 沼 從尹

厚生省衛生統計部計析課

(昭 和24年3月31日 受 理)

はしが き

近頃人口問題が戦争中 と異なつた意味 において時の

問題 として しきりに諦箋されるようになつた

けだ し國内の過剰人口の封策 を如何にすぺ きかとい

うことは.歌 戦とい う苛酷な趣験 を喋つた我國が當面

すぺ き宿 金的な課題である。その封策の樹立 と實施は

寸刻右宅せに出來ない緊急事 であるとともに,そ の適

否によつて民族の興亡が左右せられる重要事であるか

.ら,我 國・こおいても多致の人口學者逢によつて各琶の

問題が研究譲麟 されているが解析的理諭の分野 を坂あ

げるものが少い。 一 ・

解析的人口理論ば,人 ロ理論の重要な一部門である

ことはい うまでもない。にも拘わらずこの問題を取 り

あげる者が少いのは,或程度の数字的素養を必要とし,

又 他方数學的素養のある者にとつては,そ の理論の構

成に實瞭の鐡 に基ずいた或腫た)假説を必要とするか

らであつて,そ れは解析的人口理論の沿草史を辿 り,

どのような人々によつて獲混せられたかをみれば容易

に首肯 されよう。 へ"

先ずオ イラーの人 口の幾何級激的増 加の解析的 研究

には じまつたこの理論は,チ ルメル等によつて繊承さ

れ,1907年 に至つて米國のロトカは安定人口の理論を

樹立 した。'、

,ロ トカより稿々遥れて1911年 に ボル トキウイヅチ

も全 く播立に幾分蓮つた條件に基ずいて,ほ ㌘同一の

問題に到達 したのである。

ロトカはさらにこの命題の研究を綾け1925年 にダ

ブ リソと協力 して安定的年凱甫成 と安定的 自緬 加率

の計算に必要な公式を溺導 して,そ の理 論 的結 果 を

エ9の年の米國の人口に億用 した所論 を髪長 し,これに

刺戟されて解析的人口理論ノ)研究が廣 く行 われるよう

になつたのである? 一'

一 方オイラーの命題は一定の抵抗が作用する結果成

立する人ロ発展の可能的な形態としてのロヂスチツク

法則にまで逡んだのであつて,こ の分野の貢献者とし

ては前違の ロトカの外にユあル,パ ール及び リー ド等

をあげうるのである。'

以上を通 じてみても解析的人口理論の護展に寄與 し

た人々は何れも構 く少数の人 口問題に興朱 を寄せたる,

数學者及び歎學釣素養をもつ生物學者に限定されてい

るq2・ 一一'○`
t一
しかし安定人口の理論においては,死 亡秩序及び出

生率の不饗 を假定 した場合の餌 人口の問題であり,詫

ロジスチツク法則の理論においては,人 口を一つの脊

機的生藍 と考えて,そ の誠 の生物學的説明を意圖 し

たものであつて,時 としては實際の人ロもこのような』

理論講造に近い構造をもつとい う可能性 を結論するに」

すぎない。 一'一

これ らの命題 がたとえ理論釣に興昧あることは否定.

一しえないとしても
,近 き過去及び近 き將來の人口の推

移 を問題 とする限 りにおいては,こ のような假説が浦,

足 されることは稀であつて實際からは程逮 い の で あ

る。齪ち年 々死亡率及び出生率は僅少ながらも箆化す
:

る。そこでこのような難 に即 し貰際に適用 しうる理

譲は出來ないであろうか。勿論 これに1よい くつかの儂

説 を用意 しなければならない。人口推移の形は時`こよ

り國により千差萬別である。難 の假竃に基ずいてす

べての型に適合するような箕験公式 を導 くことは容易

ではない。 一 、

それは古來典型的な死亡法則 として隠さんをは くし

ているゴムパーゾ,メ ーカムの鳳1」に しても我か図に

おいては高年鞘にのみ適用 しうろ一事 をもつて して も



十分である。'一

蛮際 に入口推計に使用 される責爵は一定間隔 をもつ

て定期的に調査せられる人口静態読計ノ)敷字と毎年製

表 される人P虻 態読計の致字である。.

問題は二つのセンナス年次間の性別年ぬ別人 口の控

計及び最近のセンナスに基ずいて若干年間の性別年鶴

別の將來人口の推計である。

この何れの場台においても徳人口を比較蛎正確 に把

握することは何等かの方法によつて可能である。そう

・すれば問題は如何に してこれを性別年齢別に配分サ る

かに臨着する。又VitilStatistLczanの 最大の蓬冨心富

は死亡銃i汁にあることはいうまでもない。'

VztalS亡a亡tstiClanは その年の死亡統計ノ)製表が完

了すると先ず第一に伍死亡率

算するα

死亡数

総人ロ
を計

例えば我國1二おいて粗死亡隼は,昭 和10年 は16.8

であつたのが,昭 和21年 には14・7に 滅少 し,さらに昭

和 ∂3年には12.0に 減少した。從つてこの2,3年 の徳

蝋 態の改善は著 しいという結論 を與 える類である。

粗死亡寧⑦改善は當然壽命の延長をもたらす筈であ

る。壽命 を計測するには樋 常李均蝕命か用い られる。

ところが平均鹸命は生命表の完成 をまつて始めて知 り

うる藪瞳である。從來生命表の計算には相等D日 時 を

要 したのが普通であるb・ら,生 命長が先成するまで手

をこまねいて待つよりほかはなかつたのである。

確に粗死亡率が低下すれば2F均 鯨命は廷長するのに

蓮いない。換言すれば両者の間には或種の塁敦關係が

存在するのであるか らその資験蜻推計式が見出せない

であろうか,即 ち生命表の計算が完成 した或Census

年次 の人口と粗死亡率 を基に して,任 意の時期におい 一

て糧死亡率 さえわかれば,そ の時の早均簸命を推計す

る實験式が傳 られないであろうか。私はこのような各

種の實際問題を施理する理論を展舅することを試みた
● 、

のである。

.復 來の解析的人口理蕊 ま殆んどすぺて死亡率及ひ出

生率に対して 或琶の骸定を置 くことか ら出袋 したのに

対して私は死力(MorセahtyForce)に 着 目してそこ

に一つの假定を笈けることから出甕 したのである。勿

論 それ以外には何等の蝦定を謎けなかつたのであるが

陰`こ出生率ゐ假定 を含んでいることは見逃せない。 、

勿論暇遣ル)正否は,得 られた鰭只か箕弊に適 合する

か否かによつて決定せ られる。そこで私は,私7)設 け

一た働 きのControlと して最裟に得 うれたZFろ 染念の

推討式によることとして,第5圏 生命表及つ昭和5二1二

のCensusの 欝 によつて曙和ユ0年のZF為2ylfを 哲

計 して第6同 生念氏の亭吃管告と比該 してみた。TLIよ

最初≧午戦をこみにした齪 亡掌のみを韮莞,二して,

廣挺コル)年鞘7・こ対してこ 合する 汀果うえられようと

は考えなかつた。最 も重要な能號コで二るつ}の 亭均

舩命の推計蔵がよく近以すれは十分で∫レると考えたの

であるが,結 果は §11の 示す通Oか な ウ瓜こ盟な年

鶯冴に対して よく遙 合することを知つたつてちろ。こ

のことは私の設けた假定がそれ程芝夏でない ことをコ

してい る。'

實載公式の生禽は,そ れが高爾な理論やオちな計ユ

老藷 によつて誘諄されることにあるのでぱなく,巴 案

るだけ簡輩直明4、鼓定か ら出護 してできるだけ寛券に

適合する譜異をうるこ とにある。

紀號の説明

死 力に対して弐の藏ミ～をおく



これ に(F.1>を 代 人す れ ば

ここに ノ(りは εに關し非滅少無 値那析鰍 であ

つ1・ ノ(o)=oと しzは くtき 轍 であるとす

る。

すなわち死力は時ル)趣遙と巴に改善さるべきもので

あ り,し か もその改善7)度 合は年齢に逆比例するもの

.と假定する。 ・-
e

la(の と'x(0)と の閥 係

死力に關しては

すなわち
であるか らこれを(H)に 代入 して

この後分方程式をといて 或は'

Kを 決定するため,t=Oと おいてK=1を うるから

戴は

(F・1>又 は(F・1,)に よつて,Z及 び ノ(t)を知 れば,

任意の時期の年灘別人口を推計することができる。

●
`(E・3)に よつ て1,fgt),dx(0),ls(0,及 び1・+iO)

を知 れ ば,任 意 の瞳 期 の年 鞘 別 死 亡 教 を推 計 す る こ と

が で きる 。'・,一

qz(t)とqs〈O>と の開 係

工(')とL(0)と の闘 係

、 「厚 σ

(F.2)に よつて1,i(t)及 び或時期の年齢別の人 口

構成を知れば,任 意の時期の人口を推計することがで

きる。 一'

d4(t)とds(0)と の 闘 係

(F.4)に よつて1,八 り 及び 伍(0)を 知れば,・任

意の時期の年爵別死亡率を推計することができる。

(F.4)は2つ のCensus年 弐 の中聞の年計別人口

をLfgTab!eMethodを 用 ㌧;て推計する場合に・各

年弐の死亡率を補正するのに像立つであろう。箕豫は

租死亡率が牙れば(F:7)の 示す通 り λ及び 八t)の 濾



を個々に求める必夷がなく
r)値 が直 ち に擢,計 て

きるか ら(F・4)を 活 用 す る こと か て きろ。

D(t)とD(3)と の閥 俵

(F.3)を0歳 か ら ω養 まで加 え合 わ す と

すなわち

すなわち

(F.5)に よつて 惹f(t),D(0)及 びT(0)を 知れ

ば,任 意の時期の繊死亡致を推計することができる。

を知れば,任 意の時痘ル)年郎別午均管金を推計すちこ

之ができる。

艶 祭に計算する場台には20蛍 立の年勢 までは

Q(t)とQ(0)と の 關 漂

(F.5)の 薗邊 をそれぞれ(F.2}の 爾邊で割れば

右迩の分母及ひ分子をそれぞれL(0)で 割 れば
、

を用 い る と適 合度 が よい よ う で あ る。(F・8ノ)及 び

(F・8i・)一に よ り(E7)に よつ て 蟹 〉・働 襯 λ

及び ノ① の各々の俊を求めな くて も計算う咄 來る亀

§11,第5回 の生命表の午均除令を基彊に して《F。

8)に よつて推計 した沼和IO年 の平均鍮命と第δ同生

命表の平均憩命との比較t、

'羅 及び ノ(ε)の各々を推計する必妥がある場合には

(F・7)と(F、1ノ)に おいてx=Oと お き即ち二つの昨

期の0盗 人 口を比較 した値によつて決定すればよい。

es(の とe/0)と の關 係

これ に(F.1')を 代 入 すれ ば


